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全国制覇 おめでとうございます。そして、ありがとうございます。
チーム責任者 伊藤 淳一

卒団する選手の皆さん。『全国制覇』おめでとうございます。また、選手をいつも支えてこられた保護者の皆様、チーム
を全国Ｎｏ，１へ導くために多くのお力をいただいたことにこの紙面をお借りしお礼申し上げます。本当にありがとうござ
いました。
さて、本年は本チームが掲げてきた『全国制覇』を成し遂げた素晴らしい年でした。思い返すと、マクドナルドトーナメン
トという全国規模の大会があることを知ったのは、前監督の藤本様の話からです。本チームも１度出場していること、
その時のエースがすごかったこと、全国のチームの強かったこと等々、夢のような話でした。また、そのような夢のよう
な舞台を目指している本チームを誇らしくも思っていました。しかし、現実は厳しく、マクドナルドトーナメントは遠い夢
のような大会でした。このような本チームを、『進化する野球！』をスローガンとして笹谷武志監督は、着実に全国に通
じるチームへと育ててきました。このようなチームで野球ができたことは、選手の皆さんにとって大きな財産になったこ
とでしょう。このチームで過ごした日々をこれからの自分の糧として、次のステージに生かしてください。
最後に、以前笹谷監督からいただいた詩を、皆さんに贈ります。
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Takeshi Sasaya



今年もまたこの季節がやってきた・・・
「監督、文集を○○日までにお願いしますね。」

コーチ時代を含めて２１年間、毎年この時期になるとお願いされる言葉だ。
なんだかんだ言っても、やっぱり別れは寂しいもので・・・

いまから始めるこの執筆は、今年の卒団生とのお別れの儀式のひとつで、１年間の振り
返りである。

区切りをつけなければいけない事は分かっているが、少しでも長く今のままで流されてい
たい・・・
なんて思いながら、なかなか１年間を振り返る事に向き合えない自分がいる。

ちゃんと伝わるのかな・・・

今年もまた、そんな不安にかられながら１年間を振り返ってみるとするか。

締切日から２週間も過ぎているが・・・

ちなみに、２１年間一度も締め切りに間に合ったことはない！笑笑



サヨナラ負けか、全国制覇か！
究極 （物事をつきつめ、きわめること。また、その最後の到達点。）

全日本学童軟式野球大会決勝戦、大会史上初となる決勝での延長戦。
フリッパーズは表の攻撃。
勝てば全国制覇、負けるときはサヨナラ負け・・・
監督人生で最大の究極の場面が来た・・・

私は、練習中によくこんな言葉をかけて叱咤激励をしている。
「そんな気持ちで、究極の場面で決められるのか。」
「いまの失敗が、究極の場面で出てしまったら一番後悔するのは自分だぞ。」

その時、私は究極の場面での成功を追求させてきた子供たちを信じていた。

いつもなら、なんとか勝たせてあげたいと、右脳左脳をぐるぐると回し策を講じる
のだが、究極の場面だからこそ、この子たちだからこそ、ここまできたらこの子たち
に勝たせてもらおう、私は余計なことをせず全国制覇の瞬間をじっと待とうという
気持ちになっていた。

延長戦が始まる前に、「強い気持ちで最後まで攻めていけ。」そのような言葉を伝
えたような気がする・・・



高野山旗全国での情けない敗退からの教訓。
長曽根ストロングス熊田総監督からの助言。
「強気と王道野球！」

ただただ願うしかなかった・・・
たくさんの濃密な時間を過ごした絆ある子供たちを信じて・・・

２０１７年 ８月１６日 時計の針は午前１１時を指そうとしていた・・・

昨年・一昨年と涙にくれた大田スタジアムのマウンド上にふらふらと上がった小飛球。
その日のマウンドを守り続けた左腕が、激闘に終止符を打つ打球を両手でガッチリと
掴んだ。

東１６丁目フリッパーズが！ 北海道のチームが！ 初めて頂点に上り詰めた！
大田スタジアムのど真ん中に歓喜の輪が広がった。
全日本学童３７年間の歴史の中で、
北海道のチームが初めて重い扉を開いた瞬間だった。

どこをみてもみんないい顔をしている。フリッパーズに関わる全ての人が幸せな時間を
過ごしていた。私が今まで一番欲しかったものは、この時間だったのかもしれない・・・



親子の夢の完結
「野球を通じて親子で夢をみよう。」

フリッパーズで野球をやるなら夢をみてほしい。

それは、
我々指導者と子供達とだけではなく、預らせて頂いている子供たちの親御さんにも・・・
その夢の最高峰が全日本学童での全国制覇。

フリッパーズ自慢の、
個性的な親父たち（悪い意味ではないですよ。笑笑）
献身的な母親たち（これは少しほめ過ぎか・・・）。
個性がまとまり大きな力を生み出し、
献身的なサポートで全国制覇を達成することが出来ました。

全国制覇を信じて疑わなかったみなさんこそが、
北海道に初の全国制覇をもたらした原動力でした。

最高峰の夢はいかがでしたか・・・



私は、みなさんがフリッパーズの為に頑張って頂いている姿を見るたびに、

苦労している姿を見るたびに、他のチームの親御さんより絶対に幸せな親子になってもらおうとい
う気持ちが強くなります。
みなさんの姿のおかげで全国制覇、夢の実現への思いをさらに強く持つことが出来ました。

この素晴らしい親子に最高峰の夢をみせてやろう・・・

そんな気持ちで頑張ってきましたが、
この素晴らしい親子のおかげで最高峰の夢をみさせてもらいました・・・

今日で、学童野球での親子の夢は完結です。

～２０１７年 全国で野球をやっている６年生の親で一番の夢を完結させたみなさまへ～

これからも、野球を通じて親子で夢を見ることの素晴らしさを伝えていってください。
「夢見る力」の尊さを伝えていってください。
そしてまた、野球を通じて親子で大きな夢を夢中で追いかけて下さい。

日本一の父母会に感謝いたします。
本当にありがとうございました。



頂きからの着地点
フリッパーズの最大目標は、言うまでもなく全日本学童に出場し優勝することである。
我々は全国制覇という日本最高峰の富士山の頂上を目指してやってきた。
本気の覚悟で大きな夢に一歩一歩近づき、たどり着いた頂点は格別なものであった。

しかし、北海道へ帰ってきてからは余韻に浸る間もなく、表敬訪問や表彰、取材などで慌ただし
い日々が続いた。

そんな中、６年生は練習でも試合でも燃え尽き感が充満し集中力の欠如や真剣さがかける事
が相次いだ。私は子供たちに「日本一の責任と自覚を持ちなさい。」と何度も言っては来たが、
一向に変化が感じられずにいた。

それもそのはず、私自身も、６年生には全日本学童優勝以上の目標がなくどうしてあげたらよ
いか分からない状態だった。

登山に例えると、富士山の頂上から下山する途中で遭難しているような状況である。
山の頂上を極めただけで、無事に下山することが出来なかった。
これでは真の征服者とは言えない・・・

登山者は一つの山を上り詰めたら、また次なる山を目指す。

私は、６年生ときちっとスタート地点まで戻り、次なる山を目標にして準備を怠らずチャレンジを
試みるべきだったと反省している。



時はすぎ・・・

２０１７年 １１月３日 夕暮れ時の三笠市民球場で遠くから聞こえてくる声・・・
「ありがと！笹谷！」「ありがと！笹谷！」
いつからか恒例となった優勝したときに行う、センターでの勝利の儀式。
やってきたことは間違えじゃなかった・・・
目指してきたものは本物だった・・・
私と子供たちは最後までおなじ気持だったんだ・・・
この子たちにめぐり逢えて、一緒に野球が出来て本当に幸せだった。

私の周りには関係者がいたので「呼び捨てかよ！」とか言いながら溢れでそうな感情を必死に抑えて
いた。「こちらこそ、ありがとう。本当に終わっちゃたんだな・・・」
そんな思いを胸にしまい２０１７年度の公式戦は幕を閉じた。

全国制覇を成し遂げ、夢を掴みとった君たちの姿はカッコよかった・・・
１７年間追い続けてきた夢・・・
こんな監督を日本一にしてくれてありがとう・・・
君たち、そして君たちの家族にも感謝している・・・

だからこそ、今日という日を真の征服者となるための頂きからの着地点となることを願っている・・・

もう一度原点に立ち戻り、本気の覚悟で、夢へと続くあらたな道に勇気を出して最初の一歩を踏み出
すことを期待している・・・

もっと遠くへ行くために・・・



同じ時代を
地球の歴史からすると 僕たちの人生なんてほんの一瞬の出来事であって
僕たちが 今こうして同じ時代を生きていること めぐり逢えたこと
それ自体が奇跡だと思う

そんな ほんの一瞬の出来事の中で
出逢いや別れをくりかえし
僕たちは 必然としてめぐり逢ったのかもしれない

そして あの場所で同じ時間を共有した
たくさんの奇跡と偶然が重なりあい
たどりついた夢

僕たちの史上最高の夏
みんなが幸せだったあの夏

季節がひとつ すぎ去っただけなのに
あの頃が もうすっかりと懐かしい

いつの日か誰も知らない時代がくるのだろう・・・

止めることはできない 時の中で
どうしたって 過ぎて行く時の中で
これからも 僕たちは物語をつないでいく
同じ時代を 共に歩いていく
しあわせだとか かなしみだとか わけあいながら・・・

僕たちは物語をつないでいくんだ
また来る 最高の夏のために・・・



君への手紙
卒団おめでとう

おなじ夢を一緒に見てくれてありがとう
最高の瞬間だったよね
もう二度と戻ってはこない時間だけど
いつまでも目を閉じれば
浮かんでくるよね あの瞬間が

こんな監督を日本一にしてくれてありがとう
監督は学童野球しかない男だから
死ぬまでに一度 日本一になりたかったんだよ
でもね きみたちに自慢できるように
死ぬまでに もう一度日本一になるよ

きみたちと一緒に野球ができてよかったよ
腹の立つこともおおかったけど
本当にかっこよかったよ 日本で一番輝いていたよ
みんなかわいいこどもたちだった



これからはね日本一になった自覚と責任をもってね
いつまでも全国制覇にしがみついてはいけないよ
もう一回だよ もう一回
監督ももう一回 日本一になって見せるからね
きみたちも日本一をめざして頑張るんだよ
それは野球だけじゃなくてもいい
やるからには何でも日本一を目指すんだよ

そして幸せになりなさい
たくさんの人に愛されなさい
一人では幸せになれないからね
どんな人とだろうと
出逢いには感謝するんだよ

～フリッパーズのこどもたちへ～
情けなくてもいい 悪さしながら 男なら 粋で優しいバカでいろ そして夢をみろ

by 桑谷 武祐（くわたに たけすけ）

こんな男を日本一にしてくれたみんなに “adieu”





Takeshi Kikuchi



平成１４年に東１６丁目フリッパーズのコーチとなり、今年で１５年。

日本一になる瞬間に立ち会い、見届けることができました。

学童野球指導者として、これ以上ないシーズンを過ごすことができました。

携わっていただいたすべての方々に感謝申し上げます。

高円宮賜杯第３７回全日本学童軟式野球大会マクドナルド・トーナメント優勝

北海道の歴史を塗り替えた六年生のみんな、幸せな時をありがとう。



Takumi Ito



ﾌﾘｯﾊﾟｰｽﾞ史上最も長い「最高の夏」。

今年は特にﾌﾘｯﾊﾟｰｽﾞの選手が全日本軟式野球大会にかける思いの大きさを実感することができた年だったの
ではないでしょうか。
一昨年全国ベスト8、昨年全国3位と今年の選手にかかったプレッシャーは計り知れないものだったでしょう。
そんな中で“120％”の力を発揮したみんなはよく頑張ったと思います。本当にすごい！
普段はふざけてばっかりのみんながこの大会だけは集中力が違ったのは一目瞭然。
最高にかっこよかった、羨ましいぞ。

歴代の先輩たちが惜しくも届かなかった全国制覇を成し遂げ、あの賜杯を北海道の地に持ってきたことをこれ
からも誇りに思っていてください。
そしてもっともっと“全国制覇”にふさわしい人間になってください。

これから中学校に進学するとみんなは1年生です。
この一年間下級生が頑張ってくれた裏方の仕事を次はみんながやる番です。
応援する気持ち、支える気持ちをしっかり持って次会うときはもっと逞しい姿を見せて下さい。
今後の活躍を期待しています。

僕がﾌﾘｯﾊﾟｰｽﾞのコーチになって1年。
1年で神宮の土を踏むことができたコーチが全国にどれだけいるだろうか。
1年であの賜杯を持つことができたコーチが全国にどれだけいるだろうか。
こんなにも感動する夏を経験できたコーチが全国にどれだけいるだろうか。
なんと恵まれた1年だっただろう。
選手のみんな本当にありがとう。
保護者の皆様には、本当に良くしていただき支えて頂きました。感謝の気持ちでいっぱいです。
2017年も最高の一年でした。2018年もよろしくお願いします。

伊藤 拓海



福岡正規
主将

“広”守強打！俺たちのマサチカ！

Masachika Fukuoka







僕は、３年生の冬に入団しました。最初は、サインやフリッパーズの野球が覚えられませんでした。
それで毎試合、ベンチで監督の近くにいて監督が出すサインを見て少しずつ覚えていきました。

４年生になり、高野山・マック(神宮)に初めて全国大会に連れて行ってもらいました。
その中でも、一番に衝撃を受けたのは長曽根ストロングスとの練習試合です。

試合には出れずベンチでしたが、上手いのはもちろんの事、声や気迫をすごく感じ全国トップレベルのチームと試合を
見せてもらい、とても良い経験になりました。

５年生では、段々と試合に出れるようになってきました。
この年、一番の思い出はマック(神宮)で３位になったことです。
準決勝で長曽根ストロングスと戦い、あと一歩で負けてしまいました。
来年もう一度、マック(神宮)に帰ってこようと強く思いました。

そして今年は、キャプテンになり札幌を勝ち南北海道大会を３連覇し、再び神宮球場に戻って来て、優勝をする事が
出来ました。マック(神宮)で悔しい思いをした歴代の先輩方の分や、僕たちを応援してくれた方々の分まで

優勝する事が出来て嬉しかったです。そして、この夏は野球をしていて一番楽しい最高の夏にする事が出来ました。
今まで本当にありがとうございました。

在団生へ
５年生は、一緒に全国大会に行ったり一緒に試合をしたり、その経験を生かして来年は連覇を
めざして頑張って下さい。
kidsの子供たちは、一緒に練習する事は出来なかったけど監督やコーチの話を良く聞いて
頑張って下さい。

監督へ
いままで毎日、野球を教えて頂きありがとうございました。
監督が教えてくれた練習は、いつも全部楽しかったです。
監督と一緒に日本一になれて嬉しかったです。今までありがとうございました。

東16丁目フリッパーズ 背番号10 主将 福岡 正規



長内陽大
伝統の変幻自在サウスポー

Haruta Osanai



Haruta Osanai





ぼくが初めて体験に行ったのは、３年生の冬で元村での練習でした。上級生の球の速さや動きを見て驚きました。雪の日の練習に参
加した時は寒くて心が折れましたが、フリッパーズでがんばると決めて入団しました。

４年生の時のフレッシュ学童では、サヨナラ負けでとてもくやしかったのですが、菊池コーチが指揮をとってくれたので思い出に残って
います。

毎日練習を積んで、冬練にも耐えて、５年生になると試合に出られることもが増えてきました。そしてフリッパーズの野球がわかるよう
になってきました。

最初の学童札幌予選では９番レフトでした。練習の成果が出て、監督に「ナイスバッチ！」と言われた時はとてもうれしくて、ますます
野球が楽しくなりました。
学童の南北海道の決勝の時、緊張していましたが6年生のいつもと変わらない姿を見て緊張がほぐれました。そして2対1でなんとか
勝つことが出来て、全国大会に出場できることになってうれしかったです。
全国大会は準決勝で長曾根に負けてしまいました。リベンジのためにもう一回神宮に来たいと思いました。
今年の背番号授与式で1番をもらいました。全国制覇するためにもっとがんばろうと思いました。
学童の札幌支部予選の決勝はコールドで、南北海道大会では決勝の相手をノーヒットノーランに抑えて優勝しました。

全国大会では、北海道勢で初めて決勝進出しました。ぼくはお尻のあたりの痛みがひどくなってしまい、決勝のマウンドで投げることが
できませんでしたが、監督は試合につかってくれました。2アウトランナー3塁になって、ピッチャーフライでゲームセット。優勝が決まりま

した。その時本当に野球をやっていてよかったと思いました。優勝できてうれしい気持ちと投げられなくて悔しい気持ちで自然と涙が出
ました。優勝できたのはたくさん応援していただいたおかげです。本当にありがとうございました。
笹谷監督へ
ぼくたちが全国に行けたのも、全国制覇できたのも監督のおかげだと思います。練習で印象に残っているのは実戦練習で1点を取り
に行く練習をしている時に1点の重さを伝えようとしている監督がかっこよかったことです。学童連覇を目指してがんばってください。
菊地コーチへ
3年間お世話になりました。バッティングとかいろいろ教えてもらえてうれしかったです。5年生も全国制覇できるように鍛えてあげてく
ださい。
伊藤コーチへ
1年間お世話になりました。いつも元気に声をかけてもらってうれしかったです。ちびっこたちの練習がんばってください。
父母のみなさんへ
たくさん応援していただいてありがとうございました。マウンドに上った時の「道しるべ」がうれしかったです。
後輩たちへ

５年生にはたくさんサポートしてもらいました。ありがとう。今度は５年生の番です。３つの全国大会の出場も決まっています。学童連
覇目指して練習がんばってください。応援しています。キッズやちびっこのみんなも大きな声で応援してくれてありがとう。
６年生へ
毎日いっしょに野球をやって、楽しかったです。みんなで全国制覇できてよかったです。いままでありがとう。



Ryoto Sasaki







僕は、１年生の１０月に入団しました。入団した時は、同じ学年が僕とレオンしかいなく今の体制とは違く、冬場の練習は元村でレギュ
ラーの５．６年生と混じってバッテイング練習などをしていました。

４年生で思い出に残ったのは、マクドナルド”ベスト８”。試合には出れなかったけど、一緒に戦ったからまた来年再来年もこの舞台に絶
対来ようと思いました。

５年生では試合に出て、５番サード・ファーストになることができました。この年も２年連続となるマクドナルドに出ることができ、フリッパー
ズ史上初めて準決勝進出で相手は長曽根・・・。１－０で負けてとても悔いが残り、次は来るだけじゃなく、日本一になると言う気持ちが湧
いてきました。

６年生になり、ポジションはキャッチャー。試合では、自分が引っ張んないとダメだなぁとプレッシャーがある中、南北海道大会で優勝し南
北海道大会初の３年連続全国大会に出場でき、２回戦３回戦と合計３本のホームランを打てて凄く嬉しかったです。そしてフリッパーズ史
上初、北海道勢初の日本一をつかみ取ることができたのは、フリッパーズを応援して下さった皆さんのおかげです。本当にありがとうご
ざいました。

監督へ

６年間、毎日野球を教えてくれてありがとうございます。全国で３本もホームランを打てたのは、平日のバッティング練習で丁寧に教えてく
れて、日本一になれたのも、監督のサインが凄かったからだと思います。笹谷監督を信じ、ついてきて良かったです。本当に、ありがとう
ございました。

菊池コーチ・伊藤コーチへ

時に厳しく、時に優しく・・・２人ともどのチームより最高のコーチです。これからも、お身体に気をつけて下さい。本当に、ありがとうござい
ました。

５年生以下のみんなへ
６年生の練習の時、お手伝いをしてくれてありがとう。来年は、高野山・マクドナルドの２大会で日本一になり、今年のフリッパーズを超え
て下さい。応援しています。

父母のみなさんへ

今年の日本一は、父母の応援もあったからだと思います。フリッパーズの応援は、日本一の自慢です。遠征の時には、洗濯や身の回り
のお世話して頂きそのお陰もあり、ケガ無く安心して野球をすることができ感謝しています。本当に、ありがとうございました。

最後に・・・
中学校へいったら今のメンバーとはバラバラになってしまうけど、皆と出会え最高の思い出ができたこと一生忘れないよ！！
僕は、これからも野球を続けていきますので、陰ながら応援よろしくお願いします。

東16丁目フリッパーズ 背番号2 佐々木 涼斗



斉藤隼人
剛腕左腕！俺たちの道しるべ！

Hayato Saito







僕は、５年生の７月に入団にしました。
入団した時は、フリッパーズのレベルの高さや技術にとても驚きました。

僕が入団してすぐに、チームのみんなは全国大会に行ってしまいました。僕は、入団するのが遅かったので、選手登録もされていな
くて行けませんでした。この時は、すごいなぁという気持ちと、出られなくて悔しい思いがありました。そして、来年は出てやるぞと思い
ました。

５年生の時、僕が印象に残っているのは、日刊の稲穂公園のホームランと高野山予選の準決勝です。稲穂公園のホームランはとて
も自信になりました。高野山予選では、僕の１つのフォアボールから得点を取られ、そのまま負けてしまいました。この時、１つのミス
で負けてしまうことを学びました。

来年に向けて練習が始まりました。６年生にも手伝ってもらって練習しました。冬錬では雪の上での練習に驚きました。でも、そのお
陰で足腰の強化や色々なことが鍛えられました。

そして、最後の夏が始まりました。全国制覇を目指し一生懸命頑張りました。最大目標は学童。札幌・南北海道予選は順調に勝ち上
がり、３年連続の全国出場となりました。
学童の前に、昨年の先輩達が取ってくれた準優勝枠で高野山へ行きました。

しかし、高野山ではガチガチになってしまい、３回戦で負けてしまいました。負けてしまいましたが、これを経験・バネとして学童で頑張
ろうと思いました。

そして、最大目標である高円宮賜杯第３７回全日本学童軟式野球大会マクドナルド・トーナメントが始まりました。
僕の戦績は１回戦、４安打６打点。１７－０で勝利。２回戦、１１奪三振。９-１で勝利。３回戦、セーフティバントとヒット。１１-１で勝利。
準々決勝、３本のヒット。８-１で勝利。準決勝、途中からピッチャーに交代して、１安打・１四球ピッチング。２-１で勝利。
そして、決勝戦。白熱のシーソーゲーム。大会史上初のタイブレーク。フリッパーズ５点先制、その裏 相手を４点に抑えて８-7で勝利。

学童で印象に残ったプレーは最後のバッターをピッチャーフライに抑えたことです。自分の所に飛んできて、ついてるなぁと思いました。
もう１つは低い打球でたくさんヒットを打てたことです。

監督・コーチ、今までありがとうございました。バッティング・守備・走塁など、いつも細かい所まで教えてくれました。試合で勝てたの
も監督・コーチのお陰です。

父母のみなさん、いつも練習の手伝い・応援などありがとうございました。応援が聞こえてくると自然と気合が入り、とても力になりまし
た。
５年生、いつも６年生が練習する時、手伝ってくれてありがとうございました。来年は２連覇目指して頑張ってください。
最後に、フリッパーズに入って、精神面・技術面など色々なことを学びました。そして今年、全国制覇を成し遂げることができました。
これを中学校で生かしていきたいです。

東16丁目フリッパーズ 背番号３ 斉藤 隼人



按田成琉
鉄壁のサードベースマン！

Naru Anda







僕がフリッパーズに入団したのは5年生の11月です。
理由は今よりも強いチームでもっと色んな挑戦をしてみたかったからです。

最初は、とても緊張してミスをしたり体が動けなかったりと焦ってばかりいましたが、練習を
しているうちにチームのみんなとも仲良くなり体が慣れてきて試合に生かすことができるよう
になってきました。試合で始めてヒットを打った時は本当に嬉しかったです。

数々の遠征ではずっと全国制覇してやる！と思い続けながら、一試合一試合を大事に戦い、
本当に全国制覇をすることがきました。北海道初の全国制覇です！！

この勝ちは一生の宝物で、最高すぎる思い出です。中でも忘れられないのは準決勝です。
先に点を取られてしまいピンチだと思ってたところへ僕のヒットがチャンスとなり逆転勝利へ
つながった事です。絶対に負けたくなかったから必死でした。決勝ももちろん気持ちを強く戦
いました、嬉しかったです。日本一になれて嬉しいし、感動しましたが何よりも笹谷監督を日
本一の監督にできたことは僕たちの誇りです。

ここまでこれたのは監督、コーチのおかげだと心から思います。たくさん教えてくれて本当に
ありがとうございました。僕はこれからも野球を続けていきますが、みんなそれぞれの道を
進んで行く中、どんなことにも全力でチャレンジしていける最強の仲間です。何年かしたらこ
の全国制覇チームで集まってまた野球の話がしたいです。最後にお父さんとお母さんには
すごい応援をしてもらい、やる気につながって良いプレーができました、本当にありがとうご
ざいました。最高の一年間をありがとうございました！
まだまだ挑戦します！アデュー ！！！

東16丁目フリッパーズ 背番号4番 按田成琉



Kidou Obonai







僕がフリッパーズに入団したのは、5年生の春でした。
最初は何もわからず、皆についていくのが大変でした。
全国一を目指しているチームなので、皆上手で驚きましたが頑張るしかないと思いました。

5年生の時は背番号「14」をもらいました。高野山では準優勝、マクドナルドトーナメントでは
ベスト4という成績でした。もう一歩の所だったのでとても悔しかったです。来年は僕達が頑張
らなきゃと思いました。「絶対に日本一になる」という思いで日々、練習を頑張りました。

6年生になり、背番号「5」をもらいました。高野山では自分の力が発揮できずベスト16で終

わってしまいました。マックの札幌予選、南北海道では優勝する事ができ、また神宮に行ける
んだという喜びで、またいっそう頑張ろうという気持ちになりました。

僕が一番印象に残っているプレーは、マックの北ナニワハヤテタイガースと戦った決勝戦です。
僕はタイブレーク8回にライト前を打って、貴重な4点目のタイムリーを打つ事ができました。
この試合、4打数2安打の好調でした。
そして隼人が最後ピッチャーフライにおさえ、優勝！！
チーム皆の夢だった全国一になりました。とてもうれしくてたまりませんでした。

一生の思い出です。ここまでこれたのは監督、コーチ、応援して下さったお父さん、お母さん
達のおかげです。
5年生は僕達のとったキップで来年も出場が決まっています。連覇を目指して頑張って下さい。
そして監督、菊地コーチ、伊藤コーチここまで強くしてくれて、ありがとうございました。
あいきの事、これからも宜しくお願いします。今まで本当にありがとうございました。

東16丁目フリッパーズ 背番号５ 小保内貴堂



佐藤レオン
好守が光るスピードスター！

副主将

Leon Sato







まずは、６年間笹谷監督・菊池コーチ野球を教えてくれてありがとうございました。

１年生の時は、久原君の様な選手になりたいと頑張っていました。

２年生の時に、兄がエースになり僕もエースになりたいと思いました。

３年生の時は、フレッシュ学童で優勝できてとても嬉しかったです。

４年生の時は、みんなと一緒に全国大会で優勝したいという気持ちが強くなりました。

５年生の時は、マクドナルド・トーナメントでレギュラーになって試合に出れて嬉しかったです。

最後の６年生では高野山で負けてしまいヤバイと思いました。
それでもみんな練習をあきらめないで頑張ってきました。

そして、全日本学童軟式野球大会マクドナルド・トーナメントが始まりました。
その前から僕は、監督のサイン通りにやれば絶対に勝てると確信していました。
その結果日本一を取ることができてすごく嬉しかったです。
日本一になれた瞬間に嬉しくて涙がこみ上げてきて嬉し泣きってこうなんだって初めて感じました。

お父さん、お母さんの応援もすごくて気合いが入りやすかったです。
ピッチャーがうまく投げてくれたので守りやすかったです。
バントはすきでした。ここぞという時に決まって嬉しかったです。
フリッパーズで野球をしていて1番の目標であった日本一になれてすごく最高です。
６年間、監督・コーチ・お父さん・お母さん本当にありがとうございました。

東16丁目フリッパーズ 背番号６ 副主将 佐藤 レオン



大塚渉夢
４番も打てるリードオフマン！

Ayumu Ootsuka







僕が入団したのは、ちょうど１年前です。凄い同級生が１０名以上在籍しているのも知っていましたし、自宅と同じ東
区のチームなので全道、全国常連の強いチームだと言うことも知っていました。

自分の力でどこまで通用するのか、悩みました。「やるしかない」「取るしかない」自分を信じ、また一から頑張って強
い選手になって、優勝をねらうチームで頑張ろうと決めました。

フリッパーズの皆は、同級生も下級生もすぐに仲間になってくれて、野球を楽しむ事ができました。

初めての試合は１月１２日の屋内での練習試合でした。その時は凄く緊張して、とにかく一生懸命だった事を覚えて
います。その後、雪上、屋内練習を重ね、チームの最大目的がマクドナルド選手権決勝進出だと知り、自分も神宮球
場での出場を目標にしました。

そのためには皆よりもスタートが遅れたぶん、サインやフリッパーズ野球を集中して覚えようと頑張りました。しかし、
大事なマックのブロック予選前に、僕は怪我をして練習も試合にも出る事ができなくなりました。でも監督に「あせるな、
支部決勝トーナメント、全道大会までにゆっくり間に合わせろ。そこからが本当の勝負だ」と言ってもらい気持ちが楽
になり、やる気も沸いてきました。

皆のおかげで怪我も良くなって合流でき、支部決勝の札苗スターズ戦には無事勝利しましたが、あの強い札苗スター
ズにコールド勝ちするなんて、やっぱりフリッパーズって凄いと、改めて思いました。そして全道大会では４番打者で
出場させてもらい、自分では初の柵越ホームランも打ち、順調に勝ち進んで決勝戦へ。相手は昨年の決勝戦と同じ
滝川少年野球クラブでしたが結果は７-０のコールド！これで全国大会に出場できると思うと、とても嬉しかったし、
ほっとしました。

全国大会でも一歩一歩勝ち進み、目標の神宮球場出場もする事ができましたし、チーム最大目的の初の決勝戦進出
も達成。そして、全国制覇！
１年前の自分では想像もできなかった世界と、すばらしい経験をさせてもらいました。
ずっと信じて使ってくれて、夢の世界に連れって行ってくれた笹谷監督、本当にありがとうございました。
静かに何度も丁寧に教えてくれた菊池コーチ、ありがとうございました。
試合中に勇気づけてくれた伊藤コーチ、ありがとうございました。

声がかれて出なくなるまで応援してくれたみなさん、ありがとうございました。グランドからスタンドを見るとかっこ良
かったです。
本当にありがとうございました。

東16丁目フリッパーズ背番号７大塚渉夢



坂本大河
抜群のスイングスピードを持つ男！

Taiga Sakamoto







僕がフリッパーズに入団したのは四年生の秋十一月です。
入団して初めてのバッティング練習では、一球もバットに当たりませんでした。

一方、チームの先輩方や同級生みんなが上手くて驚きました。野球を始めて半年ほどで、自
分がチームの練習についていけるか心配でした。

五年生の間は試合に出ることができずベンチでの一年でしたが、夏、先輩たちのおかげで神
宮へ行くことができました。

準決勝で長曽根に惜敗し、その時僕は「またここに来たい、全国制覇したい」そう思い、冬の
間、家でたくさんバットを振りました。

けれど、春の試合でレギュラーから外され、その後もチャンスをもらう度、三振をして悔しい思
いをしました。ただあきらめずに練習をしました。

そして、札幌支部大会準決勝、第一打席で三塁打を打つことができました。スタメンにも復
活し東京への切符をつかみました。全国大会では準決勝で同点打を打つことができました。
この二つの試合が特に思い出に残っています。

また、目標であった全国制覇を達成することができ、最高の夏になりました。

二年間送り迎えをしてくれたお母さん、練習に付き合ってくれたお父さん、最後までご指導下
さった伊藤コーチ、菊池コーチそして笹谷監督、本当にありがとうございました。

東16丁目フリッパーズ 背番号８ 坂本 大河



植村隆之助
副主将

理想のヒットを求めて。

Ryunosuke Uemura







僕は、5年生の4月に広島から父さんの転勤で札幌に来ました。
広島安佐クラブはクラブチームだったので、札幌でもクラブチームを希望してフリッパーズに入団しました。毎日野球ができて楽しかったです。

『印象に残ったプレー』
全国大会での三塁打や札幌ドームでのヒットは印象に残っていますが、これは監督が打たせてくれたものだと思っています。
ほぼ勝ちが決まった流れで緊張しない場面で監督が使ってくれました。
でも、高野山から帰ってきた翌日のファイターズチャンピョンシップＵ－12 1回戦、稚内野球少年団との試合で4回表 ３対３同点の場面、代打でスクイズを
決めたプレーです。チームの勝利に貢献できたし、それを監督が自分を代打で指名してくれたからです。
スタメンで試合に出ることは少なかったけど、監督は僕のことを信頼して代打に送り出し、スクイズのサインを出してくれたんだと思いました。
あの試合で勝って、マック優勝まで一気に登りつめたんだと思います。
スクイズの成功も、全国大会での三塁打も、色々な人の助けがあったからです。本当にありがとうございました。

笹谷監督へ
毎日、野球を教えてもらいましてありがとうございます。野球の楽しさやいろいろな作戦があることを知ることができました。本当にありがとうございました。
これからも強いフリッパーズでいて欲しいです。そして、福岡かずま君が6年生の時にも、監督を続けてマックに出場してください。

菊池コーチへ
いつも「副キャプテンなんだから、もっと前に出ろ」と僕の背中を押してくれてありがとうございます。ノックを受けれないと思うとさびしいです。

伊藤コーチへ
大学生活で忙しいのに僕たちに野球を教えてくれてありがとうございます。社会人になってもフリッパーズで野球を教え続けて欲しいです。

在団生のみんなへ
6年生を支えてくれてありがとう。みんながいなければ、全国優勝はなかったと思います。まずはポップアスリート頑張ってください。そして来年マックで連覇目
指して、自分たちの野球をしてほしいです。風呂上りに毎日柔軟体操するとケガが少なくなるし、疲れがたまりにくくなるから、やってみてね。

父母の皆さんへ
僕にいつも応援で力をくれてありがとうございました。スタメンの機会が少なかった僕の打席がチャンスの時でも、『この一打にかけろ～気合いで振り抜けよ
～』と僕の応援歌で応援してくれてありがとうございました。応援は本当に力になりました。

6年生のみんなへ
みんなと野球ができて楽しかったし、全国優勝は最高の思い出です。中学では別々のチームになると思うけど、また、グランドで会おうね！

母さんへ
いつも、朝早くおきてお弁当を作ってくれてありがとう。よごれたユニホームを毎日手洗いしてくれてありがとう。
中学でも野球続けるので、これからもよろしくお願いします。怒るのは半分以下にしてください。
父さんへ

仕事が忙しいのに、自主練を手伝ってくれてありがとう。野球道具のメンテナンスを教えてくれたり、僕の出来ないメンテナンスをしてくれてありがとう。中学で
も野球を続けるので、これまで以上に協力してください。

東16丁目フリッパーズ 背番号９ 副主将 植村隆之助



園部新
光速！“左”の『スピードスター』

Arata Sonobe







ぼくが野球を始めたのは１年生でした。
始めた理由は、４歳年上のお兄ちゃんが野球をやっていて、カッコイイと思ったからです。

４年生まではちがうチームにいましたが、笹谷監督と菊池コーチがお父さんの弟と高校の野球部で一緒だっ
たので結婚式に来てくださっていて、その時に監督とお話しさせていただき、フリッパーズに興味を持ちました。
そして、それがキッカケでその年の１２月にフリッパーズに入団しました。

今までの中で特に印象に残った出来事は、今年の高野山の３回戦に代打で内野安打になり、得点に結びつ
いた事です。
残念ながらその試合は負けてしまいましたが、いい経験になりました。

くやしかった事は、あまり試合に出られなかった事です。

そんな少ないチャンスに、ヒットを打ったり盗塁をきめた時は、とてもうれしくて野球をしていて良かったと思い
ました。
あと、試合に勝ったときは、最高でした。

５年生は、来年も一戦必勝の気持ちを忘れずに、全国大会で優勝出来るようにがんばってください。
４年生以下は、全員野球で試合に勝ち続けられるようがんばってください。

保護者のみなさん、応援歌を歌っていただきありがとうございました。
応援はみんなの力になったと思います。
お父さん方は練習を手伝っていただいたり、塁審をやってくださりありがとうございました。

お母さん方は、寒い時も暑い時もボールをひろってくださったり、雨が降った時はグランドの水抜きをしていた
だき、ありがとうございました。

笹谷監督、菊池コーチ、伊藤コーチ、今まで２年間ご指導ありがとうございました。
そのおかげで全国大会を優勝することが出来ました。
ぼくはフリッパーズに入って本当によかったです。
これからもフリッパーズでの経験を活かし、中学、高校と野球を続けたいと思います。

東16丁目フリッパーズ 背番号11 園部 新



岡田晴
堅守！ホットコーナーダブルプレー王子！

Haru Okada







僕は５年生の夏にフリッパーズに入りました。その頃６年生は全国３位というもの凄い成績でした。でも目標は全国制
覇だったので、自分たちの代では必ず優勝したいと思いました。

フリッパーズで野球をしていると、色々な知識も増えてとても勉強になりました。その頃の思い出は６年生の試合に出ら
れた事でした。上級生の試合に出ることで少しずつ経験を積み来年に活かそうと思いました。

６年生になり、初めての全国大会の高野山旗ではベスト16という悔しい結果でした。そこからチームの調子を上げてマ

クドナルドトーナメントを迎えました。１回戦では試合に出てサードゴロでゲッツーを取ったこと、そして３回戦の明治神
宮球場での試合に出場できたことがとても印象に残りました。

それ以降は試合には出られませんでしたがベンチで応援を頑張りました。そして悲願の全国制覇をすることが出来て、
とても嬉しく、みんなと野球をしていて良かったと思いました。

○監督へ～毎日練習に来てくれて、毎日熱心に野球を教えてくれてありがとうございました。チームの調子が悪い時に、
良い状態に戻してくれて凄いなぁと思いました。ここまで野球が上達したのは監督のおかげです。本当にありがとう
ございました。

○コーチへ～きくちコーチはノックがすごく上手くて、シートノックの時は気合が入ります。いとうコーチは守備練習
にいっしょに参加したりして、とてもお手本になるコーチでした。ここで言われた事を活かして今後も頑張ります。
ありがとうございました。

○5年生へ～来年２連覇出来るよう頑張って下さい！応援しています。

○父母の皆さまへ～試合の時はどこのチームにも負けない応援をして頂きありがとうございました。最後まで大きい声
での応援が全国制覇につながったと思います。

これから中学、高校ではフリッパーズで学んだことを活かして野球を続けて行こうと思います。
本当にありがとうございました。

東16丁目フリッパーズ 背番号12 岡 田 晴（はる）



市村颯唯
俊足強肩！抜群のﾎﾞﾃﾞｨｰﾊﾞﾗﾝｽ！

Soudai Ichimura







僕は、３年生の時にフリッパーズに入団しました。
そして、その週末“山鼻ちびっこ大会”の試合に出させてもらいました。
何もわからなかったけど、監督は“勉強になるから”と言いました。
元村での初打席、三振だったけど楽しかったです。
スーパージュニアの大会では、四年生のおかげもあって優勝することができました。
初メダルは、とても嬉しかったです。
父の転勤で４年生になるとき、宮城に行きました。その時には野球が大好きになっていました。
チームを探していたら、クラスメイトに“一緒に野球をやろう”と声をかけてもらい、決めました。
宮城にいるときも、フリッパーズのことは気になっていてマックの試合は、移動中に動画配信をみていました。
神宮に行きたかったけど、自分の試合があっていけませんでした。

6年生になる時、また札幌に戻ることになりました。
札幌で野球をするならフリッパーズしかないと思っていたので、再入団を決めました。
背番号授与式では6年生が１２人いると知り、すごく心強かったです。

学童の予選では、はじめは試合にだしてもらいました。だけど準々決勝でエラーと牽制アウトでスタメン落ち。
それからは、代打などでの出場になりました。だけど、南北海道大会を制したときはとても嬉しかったです。
高野山では、ハプニングもありましたがスリーベースを打てて、自信になりました。
マックが開幕し、神宮球場では代打でフォアボール、牽制アウト…同じことをしてしまいました。
せっかく出してもらったのに、すみませんでした。

僕は、貢献できなかったけどチームの全国優勝はとても嬉しかったです。全国大会出場と全国制覇は、フリッパーズに入
団した時からの夢だったので最高の夏になりました。

監督へ
二年間、ありがとうございました。
野球を大好きになったのは、フリッパーズのおかげです。
戻ってきて、”足が速いこと“を覚えてくれていて、練習で褒めてもらうこともあったけど、こたえられずすみませんでした。
監督怖かったです。もっと仲良くなりたかったです。態度が悪くてすみませんでした。
虹陽も神宮に連れて行ってください。よろしくお願いします。

東16丁目フリッパーズ 背番号20 市村颯唯


















